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◇
役
職
員
年
頭
挨
拶

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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◇
令
和
７
年
度
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

令
和
７
年
１
月
に
支
払
う
配
分
金
で
徴
収

会
費
の
納
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年

度
も
会
員
と
し
て
、
継
続
の
意
思
の
確
認
が
必

要
な
た
め
、
令
和
６
年
度
内
納
入
を
お
願
い
す

る
も
の
で
す
。

令
和
７
年
１
月
に
支
払
う
配
分
金
か
ら
徴
収

を
終
え
た
方
に
は
、
令
和
７
年
１
月
末
に
送
付

し
ま
す
令
和
６
年
12
月
分
の「
配
分
金
支
払
明

細
書
」
を
令
和
７
年
度
会
費（
２
千
円
）
の
領
収

証
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了

承
願
い
ま
す
。
ま
た
、
支
払
い
配
分
金
が
２
千

円
未
満
の
方
や
配
分
金
の
支
払
の
な
い
方
、
及

び
派
遣
形
態
で
就
業
し
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
令
和
７
年
度
会
費
納
入
通
知
書
を
郵

送
い
た
し
ま
す
の
で
、
２
月
末
日
ま
で
に
納
入

願
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
中
に
退
会
を
予
定
さ
れ
て
い

る
方
は
、
退
会
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
退

会
予
定
の
方
で
配
分
金
よ
り
控
除
さ
れ
ま
し

た
令
和
７
年
度
会
費
は
退
会
届
提
出
時
に
返

還
い
た
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
会
費
納
入
に
つ
い
て
の
ご
不
明

点
や
ご
質
問
に
つ
い
て
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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迎春
事
務
局
だ
よ
り

☆１月の安全標語：踏切りは左右確認怠らず 聞いて 見る ゆとり待て 山口 皎司さん

◇

謹

賀

新

年

◇
立
、
共
働
・
共
助
」
の
も
と
に
、
高
齢
者
の

就
業
機
会
の
確
保
・
提
供
を
と
お
し
て
、

高
齢
者
の
皆
様
方
の
生
き
が
い
の
充
実
と

福
祉
の
向
上
を
図
り
、
活
力
あ
る
地
域

社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
と
い
う
セ
ン

タ
ー
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
会

員
の
皆
様
の
お
力
添
え
が
何
よ
り
も
肝

要
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
更
に
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
事
態

が
あ
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
理
事
並

び
に
事
務
局
が
一
致
団
結
し
て
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
健
康
に
ご
留
意
い
た
だ

き
、
本
年
が
、
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
「
事
務
局」
年
末
年
始
の
休
業
日
に
つ
い
て

12
月
28
日（
土）
か
ら
１
月
５
日（
日）
ま
で

◎
12
月
分
の「
履
行
確
認
書」
提
出
日
に
つ
い
て

年
内
は
12
月
27
日（
金）
ま
で

新
年
は
1
月
６
日（
月）
か
ら

★
「
ち
ゃ
り
ん
こ」
年
末
年
始
の
休
業
日
に
つ
い
て

12
月
29
日
（
日）
～
１
月
５
日（
日）
ま
で

◎
ち
ゃ
り
ん
こ
で
は
12
月
28
日
ま
で

「
履
行
確
認
書」
を
提
出
で
き
ま
す
。

令和七年
◆
麻
野
理
事
長
年
頭
の
挨
拶
◆

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に
て
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
旧
年
中
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
の
運
営
に
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
こ
近
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新

法
の
施
行
な
ど
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

取
り
巻
く
環
境
は
劇
的
に
変
化
し
て
お
り
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
以
来
の
変
革

期
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
状
況
で

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
も
、
会
員
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し

て
、
大
過
な
く
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
、
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
が
続
く
社
会
情
勢
を

受
け
、
新
規
入
会
者
の
平
均
年
齢
が
70
歳
を

超
え
る
時
代
と
な
り
、
当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も

会
員
の
高
齢
化
が
進
む
状
況
に
あ
り
ま
す
。

人
生
百
年
時
代
と
言
わ
れ
る
中
、
「
自
主
・
自

≪

１
月
の
主
な
予
定≫

6
日
月
曜

仕
事
始
め

9
日
木
曜

未
就
業
相
談

10
日
金
曜

ス
マ
ホ
講
座

16
日
木
曜

入
会
説
明
会
（
市
役
所
）

17
日
金
曜

第
２
回
全
部
会
会
議

23
日
木
曜

入
会
説
明
会
（
野
々
上
）

23
日
木
曜

未
就
業
相
談

24
日
金
曜

第
４
回
理
事
会

24
日
金
曜

配
分
金
支
払
日

30
日
木
曜

ス
マ
ホ
講
座

31
日
金
曜

第
５
回
中
部
局
長
会
（
狭
山
Ｓ
Ｃ）


